
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２２年５月３１日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（Ｂ）（海外学術調査） 

研究期間：２００７～２００９ 

課題番号：１９４０１０２４ 

研究課題名（和文） 国際的視点から見た漢字文化圏における漢文訓読についての実証的研究

研究課題名（英文） Empirical research for the vernacular reading of Chinese texts in 

Sinosphere from the international point of view 

 

研究代表者 

小助川 貞次（KOSUKEGAWA TEIJI） 

富山大学・人文学部・教授 

 研究者番号：２０２０１４８６ 

 
 
 
研究成果の概要（和文）：漢字文化圏における漢文訓読の全体像を解明するために、日本語、中

国語、朝鮮語、ベトナム語による漢文訓読資料の学術調査を行なった。その結果、漢字文化圏

における漢文訓読史モデルの構築、敦煌点本書目の作成、各国関係者との学術交流の三つの成

果を得た。これによって漢文訓読史に関する国際的な研究基盤が確立したとともに、東アジア

世界を理解する新しい視点を切り開いたことになり、今後の東アジア共同体構想にとっても大

きな意義を有する。 
 
研究成果の概要（英文）：In this research we have investigated glossed materials from 
Japanese, Chinese, Korean and Vietnamese in order to give the whole image of the 
vernacular reading of Chinese texts in Sinosphere. As a result we made hypothetical model 
for the history of vernacular reading of Chinese texts, descriptive catalogue of the Chinese 
manuscripts with reading marks and notes from Dunhuang and academic exchange 
relationship. That means the establishment of international research basement on 
vernacular reading of Chinese texts and the development of new perspective on 
understanding the world of East Asia, also is significant for the East Asian Community. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 学術的背景 

日本語以外の言語にも漢文訓読が存在す
ることは、1960 年代後半から知られていた

が、その詳細については一般にはもちろんの
こと専門家の間でも十分には理解されて来
なかった。これはひとつには、日本語以外の
漢文訓読資料の所在、各資料の書誌情報や資



料的性格などの基礎的情報が極端に不足し
ていたからである。例えば、敦煌資料を詳細
な画像で公開している IDP（International 
Dunhuang Project）データベースにおいても、
加点情報の記述はまったくない。もうひとつ
は、研究方法上の問題であり、なぜ各言語で
訓読という手段を採用したのか、また実際に
どのような手順で加点を行なったのかなど、
訓読の本質に関わる問題が未解明であり、そ
のため漢字文化圏における漢文訓読の全体
像が把握できていなかったからである。 
(2) 研究対象と研究組織 

漢文訓読は漢字文化圏全体で行われてい
た言語活動であるが、これを一人の研究者が
解明するには様々な点で困難が伴う。本研究
は専門分野の異なる四人（日本語学、敦煌学、
朝鮮語学、中国語学）が、それぞれの研究成
果と海外学術調査の豊富な経験に基づいて
学際的な研究組織を作り、この課題を乗り越
えようとして企画されたものである。 
 
２．研究の目的 
漢字文化圏における漢文訓読の全体像を

解明するために、日本語資料（訓点資料）、
中国語資料（大英図書館及びフランス国立図
書館蔵敦煌本）、朝鮮語資料（韓国国内現存
漢文文献）、ベトナム語資料（ベトナム社会
科学院漢喃研究所蔵漢文文献）を対象とした
海外学術調査を実施する。なお、資料のデジ
タル化保存が急速に進行する中で、今後、原
資料の実地調査が急速に困難になることが
予想される。本研究はそのための緊急な対応
策であるとともに社会的要請に応えるもの
でもある。 
 
３．研究の方法 
(1) 各言語による漢文訓読資料の実地調査 
①中国語資料の実地調査 
フランス国立図書館所蔵敦煌本（ペリオ蒐
集文献）及び大英図書館所蔵敦煌本（スタ
イン蒐集文献）を実地調査し、精密な書誌
情報の収集と移点作業を行う。 

②朝鮮語資料の実地調査 
韓国国内所蔵の高麗時代を中心とする漢文
文献の実地調査に加え日本国内及びフラン
ス国内に現存する朝鮮本の実地調査を行う。 

③ベトナム語資料の実地調査 
ベトナム社会科学院漢喃研究所及び極東学
院所蔵で実地調査を行い、漢文文献の概略
的把握と加点資料の捜索に努める。 

④日本国内外の日本語訓点資料の実地調査 
日本国内に現存する訓点資料の実地調査に
加え、国外（台湾）に現存する日本語訓点
資料についても実地調査を行い、精密な書
誌情報の収集と移点作業を行う。 

(2) 調査資料の整理 
調査・移点した資料のデジタル化（スキャ

ニング）と目録化を行い、共有知財とする。 
(3) 国内及び国際学会で研究成果の報告 
国内では訓点語学会、海外では韓国口訣学

会等の国際学会で研究成果を報告し、漢字文
化圏における漢文訓読について国際的理解
の形成を図る。 
 
４．研究成果 
(1) 漢字文化圏における漢文訓読史モデル 
  漢文訓読が観察できる言語は、日本語、朝
鮮語、中国語、ベトナム語、ウィグル語であ
り、ウィグル語を除く四言語には具体的な加
点資料が残されている。これらの資料には、
原漢文に対する加点、加点の形態上・機能上
の類似性という二つの共通点がある。 
  原漢文に対する加点は、原漢文に強く依存
する方法であり、原文から独立して存在する
翻訳や複数言語を併記する対訳とは根本的
に異なっている。なぜ原漢文に直接加点する
方法を採用したのかという点については、第
一に、中国文化（漢字文化）が到来した当時、
周辺諸国では自言語を表記する文字体系が
存在せず、外国文化としてそのまま受容する
しかなかったのではないか。第二に、漢籍を
所管するのは律令制度のもとで運営されて
いた大学寮であり、教科やテキストの種類だ
けではなく、学習方法、履修方法、試験方法
に至るまで細かく規定されていて、テキスト
を離れた翻訳が入り込む余地などなかった
のではないか。また仏典の場合も大蔵経とい
うテキスト群が体系的に確立されており、漢
籍の場合と同様にそのまま受容するしかな
かったのではないか。第三に、中国語は文法
的関係が語順で示される孤立語であるのに
対して、日本語や朝鮮語は形態素を付着させ
る膠着語である。原漢文を離れて翻訳すると
付加要素は当然多くなる。それよりも原漢文
をそのまま残しながら、原漢文にはない要素
だけを付加させる方がはるかに効率的だっ
たのではないか（ベトナム語は中国語と同じ
孤立語であるが、原漢文に直接加点するとい
う点は共通している）。つまり、訓読は「孤
立語 → 膠着語」という方向だったからこそ
発生・展開した現象であり、その逆では起こ
らなかったのではないかと考えられる（図 1）。 

図１ 言語類型と訓読加点の関係 



  加点の類似性については、それぞれの言語
による加点資料を詳細に観察すると、個別言
語・自言語を超越する符号（レベルＡ）と、
個別言語・自言語に強く寄りかかる符号（レ
ベルＢ）がある。さらに加点以前に、そもそ
もテキストの入手やテキストを読むための
学習環境の整備（対校本・音義・辞書・注釈
者等）という段階（レベル０）も想定しなけ
ればならない。実際の訓読・加点のプロセス
はこのようなレベル０からレベルＢへと展
開していたことが予想される（図 2）。 

 見方を変えれば、レベルＡは外国語として
の基礎的共通的な学習段階、レベルＢは個別
言語による発展的学習段階と考えることが
できる。ベトナム語資料では、字喃がレベル
Ｂに該当するが、ヲコト点や点吐口訣、返点
に該当する符号は発見できない。これはベト
ナム語が中国語と同じ孤立語であって語順
もよく似ていることとが要因と考えられる。 
  加点の類似性に関しては、そもそも漢文訓
読の原初形態がどのようなものであったか、
また訓読・訓点は各言語が互いに関係なく独
自に発生したものなのか、それともどこかに
発生の起源があるのか、ということが問題と
なる。この点に関しては仏典であるか漢籍で
あるかという違いが大きく影響している。す
なわち仏典の場合は「中国 → 朝鮮半島 → 
日本」という考え方でほぼ一致しているが、
漢籍の場合はこれとは別に「中国 → 日本」
という直接的な影響関係も考えられるし、さ
らに複線的な考え方も必要であろう（図 3）。 
  このことは、漢文の内容が仏典、漢籍、国
書のいずれであっても、また使用する言語が
いずれであっても、漢文訓読とは結局、古典
的テキストに対する理解言語・解釈言語であ
るということを考えれば理解しやすい。 

 
図２ 加点の類似性と訓読加点のプロセス 

 

図３ 訓読の起源と展開（推定図） 

  図３ 訓読の起源と展開（推定図）



 以上、述べきた東アジア漢字文化圏におけ
る漢文訓読という現象をコンピュータにお
けるＯＳ（Operating System）に譬えるなら
ば、図 4のようになる。 

 
図４ 漢字文化圏における漢文訓読を 

理解するための模式図 
 
(2) 敦煌点本書目 

敦煌文献については、現在 IDP による画像
データベースの公開が進んでいるが、加点本
について公開されている画像は少なく（特に
ペリオ蒐集文献については公開されていな
い）、書誌情報にいたっては極めて簡略であ
り、漢文訓読史研究の観点からは十分な利用
ができない。このような現状に鑑み、石塚晴
通による 40 年来の調査・移点資料及び本研
究課題による調査・移点資料に基づいて敦煌
点本書目を作成した。書誌項目は 9項目とし
記述言語は英語とするが、奥書に関しては原
文（漢文）も併記する（石塚晴通・小助川貞
次「『敦煌点本書目』の構想」（第 101 回訓点
語学会研究発表会、2009年10月18日）参照）。 
 
①資料番号（S.xxxx  P.xxxx） 
②資料名及び調査時期 
③法量 
④書写・加点年代 
⑤料紙 
⑥蔵書印 
⑦加点 
⑧表紙 
⑨奥書 

 
点本書目の元データには、デジタル処理され
た移点資料（スタイン蒐集文献 61 点、ペリ
オ蒐集文献 117 点）を含むが、すべてのユー
ザに「公開・共有」するのは、上記 9項目の
書誌情報とし（近日中に IDP 画像データベー
スの書誌項目として公開する予定）、デジタ
ル処理された移点資料部分については当面
「非公開・共有」として特定ユーザと共有す
る方針を採る。IDP では、2015 年までにコレ
クションの 90%を誰でもオンラインで利用で
きることを目指しており、今後 IDP と連携協

力しながら中・長期的な研究（移点作業と書
誌記述）を継続する必要がある。 
 
(3) 学術交流 

前記の(1)(2)の成果を得る過程で、各国関
係者と情報交換・学術交流を行い、本研究課
題終了後も継続できる国際的協力関係を構
築した。 
 
①韓国：韓国国内での実地調査、口訣学会、
韓日国際ワークショップ、国際学術会議へ
の参加とともに、招聘及び来日中の韓国側
研究者と京都国立博物館、京都大学、大谷
大学附属図書館、東京国立博物館、大東急
記念文庫、国立公文書館において共同調査
を行い、漢文古写本・漢文訓読に関する学
術交流を行った（2007-2009 年度）。 

②イギリス・フランス：大英図書館及びフラ
ンス国立図書館で敦煌文献の実地調査を行
うとともに（2007-2009 年度）、両機関から
敦煌文献の専門家を「漢文古写本比較研究
プログラム」（2008 年度）に招き、京都国
立博物館、高山寺、龍谷大学古典籍デジタ
ルアーカイブ研究センター、奈良国立博物
館、正倉院において共同調査を行い、漢文
古写本・漢文訓読に関する学術交流を行っ
た。 

③ベトナム：ベトナム社会科学院漢喃研究所
及びハノイ極東学院において実地調査を行
い、漢文古写本・漢文訓読に関する学術交
流を行った（2007・2008 年度）。 

④台湾：国家図書館で実地調査を行うととも
に、台湾大学関係者及び致理技術学院関係
者と漢文古写本・漢文訓読に関する学術交
流を行った（2008 年度）。 

 
(4) 研究成果の位置づけと今後の展望 
以上の研究成果によって、漢文訓読史に関

する国際的な研究基盤が確立し、今後も引き
続き連携・協力して調査研究ができる態勢が
整ったことになる。また日本国内の学校教育
（例えば高等学校の必履修科目「国語総合」）
においても、漢文訓読に対する国際的な視点
に配慮する必要に迫られることになり、日本
文化及び周辺諸国の文化理解に及ぼす影響
は非常に大きい。西嶋定生はかつて東アジア
世界を構成する指標として、漢字文化、儒教、
律令制、仏教の四つを掲げ、他の三つを支え
るものとして漢字文化に高い価値を付与し
たが（『中国古代国家と東アジア世界』、東京
大学出版会 1983 年）、この漢字文化を受容す
る具体的な仕組みとして漢文訓読が共通に
存在したことは、東アジア世界を理解する新
しい視点を切り開いたことになり、今後の東
アジア共同体構想にとっても大きな意義を
有する。 
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